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北海道と連携した物資輸送訓練の実施について 

北海道防災総合訓練の概要 

  ◇目 的 

 北海道内の防災関係機関や市町村などが連携し、札幌直下型地震を想定した実践的な訓練

を札幌市と共同で実施することにより、支援物資の輸送や避難所対策といった応援・受援の

体制など都市型災害への対応力の向上を図るとともに、本道全体の防災力の強化を図る。 

  ◇想 定 

札幌市を震源とする、最大震度７を記録する大規模な地震が発生 

◇日程等 

(1) 前期実働訓練（平成29年９月１日（金）～２日（土）） 

 ・内  容  避難所開設・運営 

 ・会  場  札幌市（緑丘小学校、北郷小学校） 

(2) 後期実働訓練（平成29年 10月 20日（金）～２１日（土）） 

     ・内  容  支援物資の輸送、受入、仕分 

     ・会  場  札幌市、恵庭市、千歳市、北広島市、苫小牧市 

北海道と連携した物資輸送訓練の概要 

  ◇ 実 施 日  平成２９年１０月２０日（金）１０：００～１３：００ 

◇ 物資集積所  恵庭市総合体育館 

  ◇ 物資配送先  黄金ふれあいセンター及び小中学校７校（計８箇所） 

        北海道の物資集積拠点（苫小牧埠頭株式会社千歳営業所（千歳市）） 

 恵庭市の物資集積拠点（恵庭市総合体育館）・・・支援物資の受入、仕分 管理

 避難所（黄金        、小中学校） ・・・支援物資の受入
     ※ 黄金ふれあいセンターでは、地域住民を対象とした防災学習会を実施。 

       支援物資（食料等）の受入を行い、参加者を避難者と見立て配給を行う。 
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・避難所（小学校）に宿泊し、避難住民への対応の検討や炊き出し等を実施。 

・住民や自治体関係者など約２，６００人が参加。

⇒ 災害発生に伴い物流が停滞した札幌市にはプッシュ型支援を実施（札幌市、 

苫小牧市を中心とした訓練）。 

⇒ 被害が最小限であった札幌近郊市町村へは、ニーズに基づくプル型支援を実施

（恵庭市を中心とした訓練）。
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